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富山県家庭的養護推進計画の概要について
[bookmark: _GoBack]

１．策定の経緯
保護者から適切な養育を受けられない児童を、社会全体で公的な責任のもとに養育　を行う「社会的養護」について､国の専門委員会（※）が取りまとめた『社会的養護の　　　課題と将来像』では、原則として家庭養護（里親やファミリーホーム等）を優先する　　とともに、施設養護もできる限り家庭的な養育環境（施設におけるケア単位の小規模化、機能の分散化）が必要であり、「施設が９割、里親が１割」の現状から今後10数年の　　　間に施設の本体施設、グループホーム、里親等の割合を３分の１ずつにしていく　　　目標を掲げた。
この目標の達成のため、都道府県は、目標値を設定した上で計画的に取組みを　　　推進する「都道府県推進計画（H27～H41）」を策定することとされている。



 (※)児童養護施設等の社会的養護の課題に関する検討委員会・社会保障審議会児童部会社会的養護専門委員会
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２　「富山県家庭的養護推進計画」の概要
（１）目標値の設定（H27年度～H41年度末）
①「富山県人口ビジョン」で示された「富山県の将来人口展望」などをもとに、　　　社会的養護を必要とする児童数を推計


各年度における社会的養護の需要量


		
②国における考え方を踏まえ、本県における目標値を設定
ア　家庭的養護（里親・ファミリーホーム）を優先
イ　児童養護施設等においては、集団による養育から、より家庭的な環境での少人数による小規模グループケアへの移行を推進する。
ウ　今後十数年をかけて、里親及びファミリーホーム、グループホーム、児童　　養護施設等の本体施設の割合が概ね３分の１ずつとなることを目指す。

　　　　家庭的養護推進計画の目標値


（２）家庭的養護を推進するための取組み
①児童養護施設等の小規模ケア化を推進するための環境整備
本体施設の小規模ケア化のための施設整備、施設職員の専門性向上や人員配置の充実、地域分散化（グループホームの設置）
②家庭養護（里親等）を推進するための里親制度の普及啓発や里親の育成
　　一般県民等を対象とした広報や制度説明会等による普及啓発活動、里親登録者
に対する研修や施設児童との交流事業等　
　　　③入所児童の自立支援に向けた取組み
　　　　将来の自立に必要な生活習慣、社会性の習得のための生活指導や学習支援等　
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参考前期中期後期

H26年度（H31年度末）（H36年度末）（H41年度末）

社会的養護の需要量

（見込み）

189人179人175人

141人100人59人

(75%)(56%)(34%)

8人30人58人

(4%)(17%)(33%)

40人49人58人

(21%)(27%)(33%)

※平成26年度の数値は、それぞれの区分における平成26年度中の措置人数の最大値



施 設 養 護

（本体施設）

147人

グループホーム

（児童養護施設の分園）

里親・

ファミリーホーム

35人

 0人
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				参考 サンコウ		前期 ゼンキ		中期 チュウキ		後期 コウキ

				H26年度 ネンド		（H31年度末）		（H36年度末）		（H41年度末）

		社会的養護の需要量（見込み） シャカイテキ ヨウゴ ジュヨウ リョウ ミコ				189人		179人		175人

		施 設 養 護
（本体施設） シ セツ マモル マモル ホンタイ シセツ		147人		141人		100人		59人

						(75%)		(56%)		(34%)

		グループホーム
（児童養護施設の分園）		 0人 ニン		8人		30人		58人

						(4%)		(17%)		(33%)

		里親・
ファミリーホーム サト オヤ		35人		40人		49人		58人

						(21%)		(27%)		(33%)

		※平成26年度の数値は、それぞれの区分における平成26年度中の措置人数の最大値 ヘイセイ ネン ド スウチ クブン チュウ ソチ ニンズウ サイダイチ
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image2.emf
年度H27H31H36H41

19歳以下人口181,792172,412163,052159,525

措置児童数（見込み）199189179175
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		年度 ネンド		H27		H31		H36		H41

		19歳以下人口 サイ イカ ジンコウ		181,792		172,412		163,052		159,525

		措置児童数（見込み） ソチ ジドウ スウ ミコ		199		189		179		175




























